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明）、奈垣、布生
ふ の う

、（滝之原）、太郎生
た ろ お

、敷津、神末
こうずえ

、菅野、土屋原、曽爾
そ に

、（不明）、と現在

の名張市比奈知、国津
く に つ

地区、一志郡美杉村太郎生、奈良県御杖
み つ え

村、曽爾
そ に

村を含む山村地帯

と、それを貫いて流れる河川に当る。 

そして四至
し い し

として東西南北の境界が示されている内の「東限 高回川」は、高尾川（深

瀬川）のことで、鷹が回う川の意味かも知れない。又、「西限 栗河」は、青蓮寺川と考え

られ栗の多い川を意味している。又、「鷹巣が一所あり、色豆巣と号す。」と特記されてお

るのは、鷹のおる山があり、当時から鷹狩り用の鷹を育成する場所としていた、あるいは、

矢の羽
はね

として鷹の羽が一番上等だったので、矢羽のため等の鷹巣山として重要性があった。 
康保 2年（965）「東大寺文書」『伊賀国夏見郷刀禰解案』藤原朝成の所領地として「栗林
三処」あり、そのうちの「一処地は 93町、夏見郷比奈知打鍬置にあり、栗山ならびに山。」
とあり、比奈知に栗林があり、食料・建築木材として重要な生産地であった。その四至の

うち「東 小鮎滝」も注目される。 
 

名居
な い

神社 
現在、名張市下比奈知宮ノ谷 

祭神 主神 大己貴
おおなむち

命 
国津
く に つ

大明神として祭られてきた。六箇山地域の神社は、ほとんど国津神社である。 
『延喜式 神名帳』に記載された式内社で、次に述べる大村神社も同じく延喜式内社。 

名居神社は「ない」と訓
よ

み、古代には「地」「地震」を「なゐ」「ナヰ」と訓んでいたの

で、本来、地震の神を祭った神社である。 

『日本書記』推古天皇七年（599）四月二十七日条に「地震り
な い ふ

て舎屋悉に破たれぬ。即ち　

四方に令して、地震
な い

の神を祭らしむ。」この時祭らした「地震神」であれば延喜式神名帳の

中で「ない」が社名として残っている全国唯一の神社である。 
 

大村
おほむら

神社 
現在、伊賀市青山町阿保 
祭神 主神 大村神 

配神（春日三神） 武甕槌
たけみかづち

神（鹿島神）   経津主
ふ つ ぬ し

神（香取神）   天児屋根
あ め の こ や ね

命（枚

岡神） 
 
春日三神は、神護景雲元年（787）鹿島神宮から三笠山に勤請した途中、この地に立ち寄
られた時に合祀されたと思われる。 

要石
かなめいし

 境内に祭られており、地震の神様として崇拝されています。 
『鹿島神宮社例伝記』では、鹿島神宮にある要石は、鹿島の神が降った時、御座にした

石であり「山の宮」と呼んでいる。 

茨城県の鹿島神宮と千葉県の香取神宮の要石が有名で、地中であばれて地震を起す大鯰
なまず

を鹿島の武甕槌
たけみかづち

神が要石で押さえているという、地震を鎮める要石である。 
大ナマズとはオオサンショウウオのことで大地の神として、古代から崇

あが

め畏
おそ

れ 奉
たてまつ

ってき

た。 
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大村神社の祭礼には、神社前の石打川（木津川）で河原石を石打して、驚いて浮かんで

きたアユを取り、神に供える。これはオオサンショウウオ、地震の神様に捧げる行事であ

るとも考えられる。 
名居神社、大村神社と古代からこの地の神社が、どうして地震の神様をお祭りしてきた

のか、ようく考えていただきたい。 

平城
な ら

の都に藤原氏が一族の祖、天児屋根命をお祭りする春日大社を建てられた時、鹿島

香取の神をお連れする途中、この地に寄られ関西の地を鎮める要石とされたもので、この

地域が、どれほど重要な地であるか、守ってゆかねばならない聖地です。 
 




